
No.1３2004年12月号奄美ニューズレター

■研究調査レビュー

連載奄美群島区の経営者と地域資源

第１回民間療法からの事業展開と伝統産業

㈱奄美ばんしろう本舗代表取締役前田紀子

萩野誠（鹿児島大学法文学部）

本連載は，離島における企業経営には，離島独自の経営があるはずであるという仮説にしたがって，奄美群島

区の経営者から離島ならではの経営についてインタビューをおこなっていく。

離島の経営者は，県本土の中小企業とは違って，不利な条件のもとで経営を成立させるために離島ならでは

の地域資源を活用しなければ，本土企業との競争に打ち勝つことはできないからである。

全６回（予定）の連載のなかから，新しい離島での中小企業経営のヒントがえられればと考えている。

読者諸氏は，ばんしろう（グアバ）茶を飲

んだことはあるだろうか。最近，ヤクルトが

ペットボトルで売り出し，ヒットさせた。現

在第２期のブームといわれている。

笠利町での草分けである㈱奄美ばんしろう

本舗の前田紀子氏より，ばんしろう茶の事業

化についてお話をうかがった。奄美ばんしろ

う本舗は，前田織物という大島紬を販売製造

している会社の多角化のなかでうまれた企業

である。

インタビューの後半は，大島紬の話になっ

ているが，泥染めなど地域資源からうまれた

特産品の新しい方向についてもお話を頂戴し

た。

くれたんですよ。

そして，いろんな文献を調べたら，

大変いい作用があるということがわか

りまして，血糖値や血圧を下げる効果

ですね。売り出そうということになり，

昭和58年にすぐに製造・販売をはじめ

たんです。

○ばんしろう茶ブームについて

前田：鹿児島のボンタン堂ビルに事務所をか

まえ，三越の地下一階で売り出しまし

た。試飲させて売り込むという方法で

す。鹿児島では従業員を３人雇いまし

た。

そうしたら，農協も着目して乗り出

しまして，新聞等にのったことでさら

に売り上げが伸びたんです。山形屋も

支援しようという話になって農協で説

明会をしたりしました。当時はみんな

が売れました。そこで，農協も体育館

みたいな大きな施設をつくり，大規模

に販売をはじめたんです。

ところが，徐々に売り上げがおちて

きて，山形屋も仕入れなくなり，農協

は４年前に施設をしめました。うちも

昭和60年ぐらいにはすぐに鹿児島の

事務所を閉めました。

○ばんしろう茶を事業化した経緯

萩野：まず，ばんしろう茶を製品化した契機

についておきかせください。

前田：昭和57年に主人が鹿児島で人間ドッ

クにはいって，糖がでてますよといわ

れたんです。そのときは食事療法して

くださいということで，奄美に帰って

きたんですが，主人のおじいちゃんが

古くからの漢方とか民間治療をおこな

うような方で，ばんしろう茶が糖尿病

には大変よくきくといっていたらし

くって，主人のお姉さんがもってきて
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よかったのは，最近ヤクルトが谷啓

さんをつかった「蕃爽麗茶（ばんそう

れい茶)」のＴＶＣＭをしたので，また

売れ出したことです。

前田：契約という形ではないですから，もう

いません。農協の施設で乾燥をやって，

ティーバックの加工はうちでやってま

す。

まあ，ヤクルトさんがヒットして

ラッキーです。

萩野：ご主人は健康になられたんですか。

前田：糖尿病は一回かかっちゃうと駄目なん

ですよ。主人は当時全国各地の紬の展

示会に駆け回っていたんです。

北海道の展示会のときに，たまたま

いっしょにいっていたんですが，朝，

唾液がでなくなって病院に駆け込むと

血糖値が600を超えているんです。翌

日，急遅奄美に帰って，入院しました。

今，主人は糖尿病の方に合併症の｣怖さ

を語っているんです。食事・食後の運

動をしっかりまもってますよ。

萩野：今後の展開についておききしたいので

すが。

○生産体制について

萩野：農協は完全に撤退したのですか。

前田：はい，うちが施設を借り受けています。

そのときに農協のもっている顧客名簿

もいただいてつかわせていただいてま

す。

萩野：顧客名簿をいただいたのですか。すご

い話ですね。ところで，生産は時期が

あるのですか。

前田：秋と春にアルバイトを雇って年二回収

穫をしています。枝ごと伐採して，そ

の後で，葉をとるのです。乾燥は，葉

を90度で２回おこないます。

製品は，ティーバック・きざみ．葉

という３タイプです。しかし，大量注

文に応えられる状態ではありません。

萩野：では，大手はどうされているんですか。

前田：外国産ですよ。

今年ヤクルトのＣＭ撮影でうちの畑

を貸してくれと役場を通してきたんで

す。撮影されましたが，結局，台湾の

畑がＣＭになっているようです。よ

かったです。（笑）

萩野：契約農家はいらっしゃるんですか。

○広告・宣伝の難しさ

前田：昭和58年当時は大々的に宣伝をして，

かなりカネをつっこんだんですよ。

萩野：どういったところですか。健康雑誌と

かですか。

前田：そうです。しかし，宣伝というのは難

しいですよね。みんないいものだから

宣伝するわけですが，効果が継続をし

ないのが欠点です。効果を継続させる

のをどうすればいいのかが難しいです

よね。

朝曰芸能の記者さんに親しい方がい

て，ときどき記事にしてくださるんで

すが，それでもほんの少ししか反応が

ないんです。

萩野：先ほど，農協から顧客名簿を引き継い

だということでしたが。

前田：ダイレクトメール(ＤＭ)もパンフレッ

トをつくってやってみました。奄美で
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なったので，つくり直しましょうとい

うことで，相談しながら新しいものを

つくりあげたのです。値段の設定でう

まくいきませんでした。

やはり1500円ぐらいでよかったの

かもしれません。今度はそういう話を

すすめようと思っています。

もスタマルホウレンソウがＤＭで売れ

ているということをきいて，やってみ

ました。アルバイトを頼んで，２０００

～3000通だしてみたんですが，全然

注文がこないですよ。１００００部つくっ

たパンフレットは結局やめてしまいま

した。

萩野：やはりＤＭは万単位で送らないと効果

ないですよ。効果は１％ですからね。

前田：そうですね。おっしゃるとおりです。

うちの場合は，ほとんどが口コミなん

ですね。

萩野：結局，ＤＭで売るものは高いものしか

売れないんです。

価格設定については，どのように考

えられてますか。

○観光みやげとしての展開

萩野：観光みやげとしては，いかがですか。

奄美大島にくると，おみやげとして買

うものがないんです。超高級品の紬と

黒糖焼酎，黒糖です。中間というか手

ごろな価格のものがないですね。お茶

はいいと思いますが。

前田：うちも空港売店にだしているんですよ。

もっと打ち出した方がいいかもしれま

せんね。

あとビック２(奄美大島出身者が経

営している鹿児島のディスカント

ショップ）にもだしているんですよ。

龍郷と本店（鹿児島）に。ビック２で

買っていった方から注文が直接くるん

です。やはりビック２には客がきてい

るということですね。

萩野：このティーバックは煮出し用ですね。

個食向けの紐がついたティーバックは

どうですか。

前田：また機械を買わなきゃいけないですね。

（笑）

萩野：ではティーバックを分割して売られた

らどうですか。

前田：これは１箱のなかに２つのアルミパッ

クになって１５個のティーバックに

なって2000円です。

萩野：では分割して，1000円で売られたらど

うですか。

前田：ここにシールをはればいいですね。

萩野：このティーバックは１つでどれだけの

お茶ができるんですか。

○価格設定の難しさ

前田：この間，大手業者の社長さんが来たん

ですよ。今，きざんでいるのを１袋

１０００円６０９でうっているのですが，

価格設定の仕方がそういうものではな

いんですね。うちでは中間業者を考え

ていないわけです。

そのときに社長がいわれるのですが，

売り上げの３割で卸してくださいとい

うことなんです。これではうちはやっ

ていけないので，考えさせてください

ということになりました。他の大手さ

んの場合，注文数の問題が発生するん

ですが，逆に数は少なくてもいいとい

う条件でよかったんですけどね。

値段が相当安かつたわけです。うち

の上代設定が甘いんですね。グラムを

５０ｇにするものか価格自体を1500円

にするか，考え直さなければならなく

なってます。

萩野：そこでは「ばんしろう本舗」の名前を

だして売れるんですか。

前田：そうです。そこで，パッケージがなく
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前田：１．８リッターですよ。

萩野：じゃ，ＰＯＰをつくって横に説明つけた

らいいですよ。手ごろなおみやげにな

りますよ。

前田：やってみましょう。（笑）

先生のもっていらっしゃるこれは紬

の袋ですよね。角がすりきれてますよ

ね。名刺入れにしてもなんにしてもす

ぐに擦り切れるんです。大島紬のワイ

シャツがありますが，クリーニング１

回だしたら，襟の先がすりきれるんで

す。着物離れを考えると，洋服にして

も，コーティングが必要なんです。

それから西陣の方へいってプリント

について話をきく予定です。

萩野：なんで紬なのにプリントですか。

前田：最近若い人たちがアロハシャツがブー

ムでしょう。ああいうものを５年後に

はやりたいなと考えているところなん

です。奄美大島の柄をつくりだしたい

と考えているんです。

やはりこのままじゃ着物は低迷して

いきますから，どうにかして洋服にの

りだすしかないと思います。先生はど

うですか，洋服には反対でしょう。

○紬の新しい方向について

萩野：他の事業展開はされてないのですか。

前田：今はほとんど紬ですね。今回，５年間

集積活性化事業として，県から代表者

として委託を受けているんです。大島

紬を生地から変えていこうという事業

です。起業化事業なんです。今スター

トしたばかりです。

萩野：洋服をつくるんですか。

前田：洋服とはかぎらないんですが，生地の

開発には着手しました。今の生地では

洋服には向かないんです。絹にこだわ

らない素材をつかったり，生地のコー

ティングをおこなうということをやっ

てます。

○織物生産地としての再認識

萩野：そうですね。着物離れの一因としては，

着物というのは不便だという意識が強

いわけです。

前田：ですよ。美容室にいかなきゃ着れない。

（笑）

萩野：コーティングですか。

前田：石川県の方に来月視察にいく予定です。

大島紬は三代着れるなどといわれて強

いといわれていますが，実は摩擦には

すごく弱いんです。毎日お召しになっ

ている旅館のおかみさんから聞いたん

ですが，すぐに袖口や膝が抜けるんで

す。

萩野：これが問題ですね。僕は男物だから美

容室にいかなくていいわけですが，昔
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の人はみんな着ていた。そこで，別の

側面である生活面の不便さを考えたわ

けです。僕は着物をきて，ＪＲやバス

や市電などを使っていろんなところへ

いくのですが，』慣れなんです。不便で

はない。

それに，冬も襟巻きひとつで寒くな

いし，夏も風通しよく着る方法はある。

そんなノウハウが受け継がれていな

かったところに着物離れが進む要因が

あるように思います。洋服よりもノウ

ハウ生活技術ではないでしょうか。

前田：わたしも基金(奄美群島振興開発基金）

の委員をしてますが，何回もこれは教

育の問題だといっているんです。小学

校の家庭科の時代から着物に関するこ

とを教えなきゃいけないんじゃないか

といってます。お母さん方も着物をき

れないんですから。

最近は浴衣（ゆかた）がはやってお

りますからまだいいんですけど。洋服

みたいに着てますよね。（笑）

和に対する教育を奄美だけでもして

ほしいと思っています。なんどもそう

いうことを伝えているんです。先生，

小さい声をどうか伝えてください。

萩野：１０年ほど前に紬の調査をおこなったこ

とがありました。そのときに和装に関

するすべての工程がそろっているのは，

全国で奄美大島だけということがわか

り，紬の里ではなく，着物の里だと提

言したのですが，あまり評判はよくな

かったです。（笑）

しかし，結城にはこれだけの生産体

制はそろっていないからですね。

前田：おっしゃるとおりですね。

ところで，先生は，渋めの色の着物

をきられてますが，京都の着物のよう

な，派手な着物についてどう思われま

すか。

萩野：いや，わたしは普段着ですから。

前田：西陣会館のショーは，はなやかなんで

す。この間大島紬のショーをしたんで

すが，地味でしょう。どう思われるか

意見をきいてみたくって。

萩野：はなやかな着物は年に－度着るかどう

かわからない方々向けでしょう。

○新しい製品について

前田：ところで，先ほどの新製品については，

４人の方々とチームを組んでいろいろ

な企画をだしているんですよ。

そのなかの若い方がランプシェード

やブックカバーを製作したいというこ

とで石川県でコーティング技術をみて

くることになりました。

萩野：しかし，ランプシェードやブックカ

バーというのは，すでに和紙をつかっ

たり，さまざまな素材であるわけで，

新しい分野に乗り出されたら，いかが

ですか。例えば，内装で使う壁紙・ク

ロスなどに使えるのではないですか。

化繊も考えて。

前田：先生の壁紙のイメージはどのようなイ

メージなんでしょう。

萩野：グラデーションをつかうんです。壁の

上だけ模様をいれて，下は単色です。

今までの女物にでもそういうデザイン

ありましたよね。参考にサンゲツのサ
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ンプルをみてください。さまざまなク

ロスがのっていますよ。

前田：それを大島でいいでしょうか。

萩野：マンションでも一般住宅でも和室は少

なくなってますから，逆に模様のつい

た壁紙で和のイメージを強調したくな

ると思います。

前田：いろんな考え方があるのね。カタログ

みてみます。

萩野：価格帯もかなり高いですから，紬でや

れると思いますよ。割烹・料亭なんか

いいんじゃないですか。

前田：とにかく今までではない大作がほしい

といわれているんですよ。いままでは

暖簾・ストール・アクセサリーだった

んですよ。これじゃ，ママゴトだとい

われているんです。

萩野：茶室に大島紬をはれば大作ですよ。

（笑）

前田：日焼けしちゃうとボロボロになっちゃ

いますよ。そのために他の繊維をまぜ

なきゃいけなくなりますね。

萩野：じゃ，金属繊維を混ぜたらどうですか。

前田：金属ですか。

萩野：半導体を製造するために，0.1ｍ以下

の繊維がありますよ。それは金属で布

を織るための繊維です。最近は，釣糸

にも使われだしましたが。

前田：それはいいですね。それを縦につかっ

て織ればいいですよ。いいアイデアで

すね。

萩野：鹿児島の祁答院町にある大阪のあさだ

メッシュという会社が金属の布をおっ

てます。世界的な技術をもった企業で

す。

前田：いいアイデアです。いただきます。

（笑）

ビューであった。ばんじろ茶という新しい分

野も大島績も地域資源をつかったものである

点が共通している。

ばんじろ茶については，グァバ茶ともいわ

れており，こちらの方が知られているかもし

れない。健康食品は，ＴＶで紹介されたりす

るとブームが生まれるが，一時的なブームで

終わることも多く，定着するのは難しい。同

じ奄美大島でも，ウコンのブームがあったが，

一時的なブームに終わったことは記ＩＩ章に新し

い。

ところがばんしろう茶については，現在第

２次のブームが生まれている。健康食品の種

類は次々と増えてきたが，それも限界があり，

再びブームが来ることもあるということは，

非常に面白い現象である。そのうえ，第２次

ブームに対して対応できるのは，地域資源に

根ざした地域であったということも面白い。

もしかすると，ウコンの第２次ブームが来る

かもしれないのである。

昨今の特産品開発のなかには，無理をした

製品が見受けられる。なにが地域の資源なの

かを見極めた製品化がポイントとなるだろう。

さらに，㈱奄美ばんしろう本舗については，

製品化の起点に伝統的な療法があることは，

この製品の奄美大島での根強さを物語ってい

るだろう。鹿児島県の山岳地帯は，自生した

薬草の宝庫である。とくに串木野冠岳から

霧島山系にいたる地帯，薩摩町周辺に集中し

ている。それは山岳仏教の拠点が点在してい

たためであるらしいが，今後，ばんしろう茶

のような健康食品を見出すかもしれない。

さて，大島紬については，さまざまな分析

がなされており，このインタビューの内容に

新しいものがあるとはいえないだろう。しか

し，伝統産業という地域資源に密着した産業

の方向`性については，もっと議論が必要だと

痛感している。筆者の趣味の話でもあり，

少々インタビューの枠を越えた話になってい

るが，この点はご勘弁いただきたい。

◎インタビュー後記

前田織物という大島紬の老舗のインタ
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奄美大島の経済分析をするときに，いつも

問題となるのが，紬の売れ行き不振であり，

名瀬市を中心とする紬産業の衰退の影響であ

る。紬産業は奄美大島の経済構造を規定して

いたために，その不振の影響は広範なものが

あった。とくに織工を中心とする女性の社

会進出が，名瀬市の飲食店，クリーニング屋，

美容院などを中心としたサービス経済が昭和

40年には形成していた。これはまさに都市

的な経済構造である。

この都市構造を崩壊させる不振を打破する

ために着物以外の用途という製品開発が長

年にわたってなされてきた。それが打開策に

なったことはない。それは大島紬にこだわり

すぎた結果だと考えている。ひとつは，紬で

なく着物として考え直す方法がある。もうひ

とつは，紬でなく織物として考える方法であ

る。しかし，これだけの手織り産地が現在で

も存在していること自体，２１世紀曰本の奇跡

である。

インタビューで筆者はついつい紬について

は熱く語ってしまっているが，地域資源の集

大成である紬と地域資源の組み合わせを換え

ることで新しい事業化の可能性があるのでは

ないかと考えている。

○データ

・2004年10月２２曰（金）

笠利町の店舗にて取

材

．まえだ絹織物

㈱奄美ばんしろう本舗

・住所

〒８９４－０５０１

鹿児島県大島郡笠利町宇宿152番地

・電話Ｏ９９７－６３－１５０２

謝辞：本ヒアリングには笠利町商工会の協力

をいただいた。ここに感謝いたします。

2５


